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研究実績 

の概要 

重症心身障害児（者）（以下，重症児（者））は，大島の分類の1～4に該当する重度の

知的障害と重度の肢体不自由が重複した状態の児童と成人を指し，常時医療的ケアが必要

である．重症児（者）の多くが便秘を患っていることを背景に，本研究は，重症児（者）

の様々な特性や便秘を含む症状と腸内細菌叢の関係について横断的解析を行い，さらに

米麹甘酒摂取による介入研究を行って便秘症状及び腸内細菌叢への影響を明らかにする

こと，そして重症児（者）の特性を踏まえた臨床現場や居宅での実践性を有する新しい便

秘改善の栄養療法の確立を目指すことを目的とする比較対照試験を実施した．  

２年間で，在宅患児（者）23名（男性11名，女性12名）に加え施設入所患児（者）13名

（男性 8 名，女性 5 名）を対象とし介入研究と横断研究を実施した．在宅患児（者）で

は，調査期間中の抗生物質服用者を除外し，介入群（n=10）は米麹甘酒（35g/日を水又は

白湯で100mlに希釈）を，対照群（n=11）は水又は白湯（100ml/日）を6週間毎日摂取し

た．その結果，甘酒介入群で CAS比率の減少傾向を示したことから便秘症状を軽減する可

能性が認められた．この便秘症状の軽減には，硬便の割合の減少傾向及び正常便の割合の

有意な増加による便形状の変化，及びBifidobacteriumの増加やCollinsellaの減少とい

った腸内細菌叢の変化が伴う可能性を示唆する． 

また，施設入所患児（者）では，腸内細菌叢の違いによる，重症時の排便状況及び栄養

状態を含む身体的特徴について検討を進めている．重症心身障害児（者）特有の腸内細菌

叢の特徴や代謝産物の特徴が見えつつあり，それらと全身的な症状との関連性について今

後は明らかにしていく予定である． 

一方，今回の成果ではサンプル数は満たせていない．甘酒介入研究で得られた CAS比率

の結果について，米麴甘酒の摂取による正確な効果を示す検定力を満たしていない．つま

り，重症児（者）を含む在宅療養障害児（者）における6週間の米麹甘酒摂取による便秘

症状改善の効果を検証し正確な効果を示すためには，各群20名以上のサンプル数を増やし

た検証が必要となる．また，施設入所患児（者）に関する検討についても 13名にとどま

っている．いずれにしてもサンプルサイズが小さいことから，サンプル数を増やして更な

る検証をしていく必要がある． 

※ 次ページに続く  
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